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第第第第１１１１章章章章    経営戦略策定の趣旨経営戦略策定の趣旨経営戦略策定の趣旨経営戦略策定の趣旨 

１．策定の背景と目的１．策定の背景と目的１．策定の背景と目的１．策定の背景と目的 

水道事業は、近年における水需要の減少や水道施設の老朽化の進行により、全国的に

経営環境が厳しい状況となってきています。 

総務省は各公営企業に対して、経営の安定化を図るための中長期的な基本計画である

「経営戦略」の策定を要請し、本市においては令和 3 年 3 月に策定しました。 

総務省は、更なる経営健全化の取組みを進め、より質の高い計画とするよう令和 7 年

度末までに経営戦略の改定を全ての公営企業に要請しており、本市もそれを踏まえ本経

営戦略を改定するものです。 

 

２．経営戦略の内容２．経営戦略の内容２．経営戦略の内容２．経営戦略の内容 

経営戦略とは、水道事業を含めた各公営企業が、将来にわたって安定的に事業を継続

していくための中長期的な経営の基本計画で、その中心となるのが「投資計画」及び

「財政計画」です。「投資計画」は施設に関する投資の見通しを試算した計画で、「財政

計画」は財源の見通しを試算した計画です。この二つの計画を合わせて、収入と支出が

均衡するよう（安定した事業運営が行えるよう）調整する「投資・財政計画」を策定す

るのが経営戦略の重要な役割です。 

策定については「経営戦略策定ガイドライン（総務省）」等により留意事項や手順が

示されており、各公営企業はそれに基づき作成された経営戦略にて計画的かつ効果的な

事業運営を行っていくことが求められています。 

 

 

  

 組織、人材、定員等に関する事項 

 広域化、民間の資金・ノウハウ活用等に関する事項 

 資金管理・調達、情報公開 

 その他経営基盤強化の取組 など 

効率化・健全化の取組方針効率化・健全化の取組方針効率化・健全化の取組方針効率化・健全化の取組方針 

 

投資・財政計画（収支計画）投資・財政計画（収支計画）投資・財政計画（収支計画）投資・財政計画（収支計画） 

 住民サービスを維持する

ための必要な目標設定 

 投資額の合理化 
・ダウンサイジング 

・長寿命化 など 

 財源構成の検討 
・水道料金の見直し 

・地方債発行の見直し など 

財源試算財源試算財源試算財源試算 投資試算投資試算投資試算投資試算 

均衡 

 

投資投資投資投資以外の経費以外の経費以外の経費以外の経費 
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３．経営戦略の位置３．経営戦略の位置３．経営戦略の位置３．経営戦略の位置付付付付けけけけ 

本経営戦略は、水道事業に係る各施策等と整合を図り中長期的視点により今後の取組

みや目指すべき方向性を定めています。本経営戦略と既存計画との位置付けのイメージ

は下記のとおりです。 

 

 

 

 

４．計画期間４．計画期間４．計画期間４．計画期間 

総務省通知「公営企業の経営に当たっての留意事項について」では、計画期間は 10

年以上を基本としています。本経営戦略の計画期間は、令和 7 年度から令和 16 年度ま

での 10 年間とします。 

なお、5 年以内に見直すことを基本とするとともに、今後の水道需要や経営状況の変

化などに応じて適宜見直しを行うものとします。 

 

 

  

  

第 2 期名護市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン総合戦略 

第 5 次名護市総合計画 

 

水道計画水道計画水道計画水道計画 

名護市名護市名護市名護市 

 

水道事業計画 

名護市水道事業ビジョン 

 
 

 

名護市水道事業経営戦略名護市水道事業経営戦略名護市水道事業経営戦略名護市水道事業経営戦略    
本計画本計画本計画本計画 

令和令和令和令和 7777 年度年度年度年度（2025 年度）から 令和令和令和令和 16161616 年度年度年度年度（2034 年度）までの 10101010 年間年間年間年間    
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第第第第２２２２章章章章    水道事業の現状水道事業の現状水道事業の現状水道事業の現状 

１．水道事業の沿革１．水道事業の沿革１．水道事業の沿革１．水道事業の沿革 

名護市は、旧名護町において昭和 10 年に井戸水を利用していた市街地中心部の大兼

久通り会に水道施設による給水を行ったのが始まりです。 

昭和 32 年 6 月に水道事業認可を受け、本格的水道事業を目指すこととなります。昭

和 50 年８月に沖縄県企業局から辺野古浄水場を譲渡され、平成元年には中央浄水場が

完成し、通水を開始しました。 

安全・安心な水をより多くの市民に供給するために事業をこれまで 7 回拡張しており

ます。また、中央浄水場の水質改善を図るため、平成 10 年 3 月に蒸発残留物低減化処

理施設を整備完成しております。 

下水道事業会計の公営企業法適用に際し、組織機構の改革として、令和２年に水道事

業会計と下水道事業会計の組織再編を行い、水道事業と下水道事業双方の効率的な運営

や費用面の合理化を推進しています。 

 

名護市水道事業のあゆみ 

昭和 10 年 名護市水道事業の始まり 熱田川を水源として、大兼久通り会 70 戸に給水 

昭和 25 年 10 月 
九年又ダムを水源として、天田原にろ過池（30ｍ3）、配水池（60ｍ3）を設け

400 戸に給水 

昭和 32 年 6 月 
水道事業認可 

給水人口 9,000 人 給水量 1,080ｍ3/日 ろ過池 118ｍ3×3 池 配水池 200ｍ3 を新設 

昭和 39 年 11 月 

第 1 回変更認可 

給水人口 16,000人 給水量 2,800ｍ3/日 ろ過池 118ｍ3×2 池 配水地 350ｍ3 を増

設 

昭和 45 年 8 月 
1 町 4 村の合併により名護市誕生 

旧村の簡易水道事業を合わせて経営（屋我地・屋部・辺野古） 

昭和 50 年 8 月 辺野古浄水場を県より譲渡 

昭和 50 年 9 月 

第 2 回変更認可 

給水人口32,600人 給水量 12,060ｍ3/日 

羽地地区 9 簡易水道統合 県名護浄水場から受水 

昭和 58 年 3 月 
第 3 回変更認可 

給水人口46,500人 給水量 25,000ｍ3/日 屋我地地区簡易水道統合 

昭和 62 年 5 月 

第 4 回変更認可 

給水人口50,000人 給水量 28,000ｍ3/日 

世冨慶・数久田・許田・幸喜・喜瀬簡易水道統合 安和・為又を給水区域に加える 

平成元年 3 月 中央浄水場しゅん工 

平成 3 年 3 月 
第５回変更認可 

給水人口61,300人 給水量 34,500ｍ3/日 久志を給水区域に統合 

平成 5 年 8 月 

第６回変更認可 

給水人口61,700人 給水量 40,000ｍ3/日 

部瀬名岬地域・中山名桜大に給水をする為に給水区域を拡大 
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名護市水道事業のあゆみ 

平成 9 年 3 月 

第６回変更認可（第１回変更） 

給水人口61,700人 給水量 40,000ｍ3/日 

蒸発残留物低減のために浄水方法を変更 

平成 10 年 3 月 蒸発残留物低減化処理施設竣工 

平成 16 年 11 月 

第７回変更認可 

給水人口59,900人 給水量 35,600ｍ3/日 

辺野古ダム水源の廃止に伴い沖縄県企業局から浄水受水を計画 

また、羽地大川取水場の取水地点を変更 

平成 22 年 3 月 
「名護市水道整備計画（名護市地域水道ビジョン）」を策定し、本市水道事業の将

来像・目標を設定 

平成 25 年 10 月 

第７回変更認可（第１回変更） 

給水人口61,200人 給水量 34,500ｍ3/日 

源河区簡易水道を統合 

令和２年４月 水道事業と下水道事業を組織統合 

令和 5 年 3 月 

第７回変更認可（第 2 回変更） 

給水人口66,000人 給水量 34,500ｍ3/日 

給水区域を拡大 

 

 

２．水道事業の概要２．水道事業の概要２．水道事業の概要２．水道事業の概要 

名護市水道整備状況（令和名護市水道整備状況（令和名護市水道整備状況（令和名護市水道整備状況（令和５５５５年度末時点）年度末時点）年度末時点）年度末時点）    

供用開始年月日 昭和 32 年 11 月 20 日 

法適・非適の区分 法適用（昭和 47 年 5 月 15 日） 

計画給水人口 66,000 人 

現在給水人口 62,226 人 

年間総配水量 8,284.56 千ｍ3 

年間総有収水量 7,699.46 千ｍ3 

有収率 92.9 ％ 

 

  



第２章第２章第２章第２章    水道事業の現状水道事業の現状水道事業の現状水道事業の現状 

5 

３３３３．水需要の状況．水需要の状況．水需要の状況．水需要の状況 

（１）給水人口と給水戸数（１）給水人口と給水戸数（１）給水人口と給水戸数（１）給水人口と給水戸数    

本市の給水人口及び給水戸数は共に年々増加しています。 

 
（単位：人、戸） 

 2020 

（R2） 

2021 

（R3） 

2022 

（R4） 

2023 

（R5） 

給水人口 61,128 61,666 61,963 62,226 

給水戸数 29,459 30,038 30,524 31,035 

 

（２）有収水量（２）有収水量（２）有収水量（２）有収水量    

用途別有収水量は増加傾向となっています。特に営業用の有収水量の伸び率が高くな

っています。 

 

（単位：ｍ3） 

 2020 

（R2） 

2021 

（R3） 

2022 

（R4） 

2023 

（R5） 

家庭用 4,943,443 4,933,793 4,914,034 4,960,345 

営業用 1,147,256 1,447,797 1,683,434 1,819,686 

官公署用 440,624 439,854 450,797 471,011 

基地用 366,921 381,837 422,493 430,408 

臨時用 23,735 21,400 16,444 18,006 

計 6,921,979 7,224,681 7,487,202 7,699,456 

  

61,128 

62,226 
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31,035 
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有収水量は、全水量のうち水道料金徴収の対象となる水量を示すのじゃ 
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（３（３（３（３））））有収率有収率有収率有収率    

令和 5 年度までの過去 4 年間は約91％以上の有収率を維持しています。 

しかし、令和 4 年度の県内市平均を比較すると、名護市は平均よりも低く、今後も計

画的漏水調査の実施等により漏水量抑制を図る必要があります。 

 

 

 

 

 

  

91.8%
91.3%

90.9%

92.9%

89%
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91%

92%

93%

94%

R2 R3 R4 R5

有
収
率
（
％
）

出典：沖縄県の水道概要 令和 5 年度版（令和 4 年度データ）
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４４４４．水道施設の状況．水道施設の状況．水道施設の状況．水道施設の状況 

（１）施設概要（１）施設概要（１）施設概要（１）施設概要    

水道施設は主に中央浄水場、辺野古浄水場の 2 浄水場と 11 の配水池があります。辺

野古浄水場は老朽化が顕著になっており、辺野古配水池と共に令和 6 年度に廃止予定と

しています。この廃止に伴い新設する久辺配水池は、沖縄県企業局より受水を行い、令

和 7 年度より給水を開始する予定です。 

 

浄水場 設置数 2 

配水池 設置数 11 

計画 1 日最大給水量 34,500ｍ3／日 

管路延長 528km 

浄水場浄水場浄水場浄水場 

中央浄水場中央浄水場中央浄水場中央浄水場              辺野古辺野古辺野古辺野古浄水場浄水場浄水場浄水場    廃止予定 

 

 

 
 

所在地所在地所在地所在地    名護市字為又地内 

建設事業開始年建設事業開始年建設事業開始年建設事業開始年    昭和 61 年 

供用開始年供用開始年供用開始年供用開始年    平成 元年 

計画浄水量計画浄水量計画浄水量計画浄水量    18,500ｍ3/日 

計画給水量計画給水量計画給水量計画給水量    13,190ｍ3/日 

    
 

所在地所在地所在地所在地    名護市字辺野古地内 

建設事業開始年建設事業開始年建設事業開始年建設事業開始年    昭和 34 年 

沖縄県企業局から沖縄県企業局から沖縄県企業局から沖縄県企業局から    

名護市へ移管名護市へ移管名護市へ移管名護市へ移管    
昭和 50 年 

計画浄水量計画浄水量計画浄水量計画浄水量    4,500ｍ3/日 

計画給水量計画給水量計画給水量計画給水量    4,300ｍ3/日 

配水池配水池配水池配水池 

配水系 施設名 規模 建設年度 経過年数 

旭川・中山・勝山 
旭川配水池 225ｍ3 昭和 61 年度 37 年 

中山配水池 1,600ｍ3 平成 19 年度 16 年 

中央系 

為又 1 号配水池 4,350ｍ3 昭和 63 年度 35 年 

高区配水池 900ｍ3 平成 2 年度 31 年 

為又２号配水池 4,350ｍ3 平成 9 年度 26 年 

羽地・屋我地 

伊差川配水池 1,000ｍ3 昭和 51 年度 47 年 

仲尾次配水池 450ｍ3 昭和 51 年度 47 年 

屋我地配水池 810ｍ3 昭和 58 年度 40 年 

辺野古系 辺野古配水池 廃止予定 3,800ｍ3 昭和 33 年度 65 年 

二見系 
天仁屋配水池 142ｍ3 昭和 59 年度 39 年 

二見配水池 900ｍ3 平成 4 年度 31 年 

久辺系 久辺配水池  供用予定 3,000ｍ3 令和６年度 － 

  

〔令和５年度末時点〕〔令和５年度末時点〕〔令和５年度末時点〕〔令和５年度末時点〕    
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水道施設の位置水道施設の位置水道施設の位置水道施設の位置 

 

 

 

（２）配水池の耐震化率（２）配水池の耐震化率（２）配水池の耐震化率（２）配水池の耐震化率    

本市の配水池の耐震化率は 46.2％で、県内市町村平均の 69.7％よりも低い状況で

す。※県内市町村平均には「南部水道企業団」を含みます。 

 

 
糸満市 豊見城市 沖縄市 西原町 浦添市 宮古島市 南部水道 那覇市 うるま市 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 98.3% 96.0% 95.0% 91.3% 85.4% 

与那原町 宜野湾市 北谷町 北中城村 名護市名護市名護市名護市    嘉手納町 恩納村 読谷村 中城村 

77.4% 75.0% 69.3% 65.5% 46.2%46.2%46.2%46.2%    41.2% 34.7% 33.3% 33.3% 

今帰仁村 金武町 南城市 久米島町 石垣市 本部町 伊江村 宜野座村  

29.5% 22.6% 16.6% 15.5% 11.8% 0.0% 0.0% 0.0%  

出典：沖縄県の水道概要 令和 5 年度版（令和 4 年度データ） 
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辺野古浄水場 

（廃止予定） 

 
行政区域 

既認可給水区域 

給水拡張区域 

市町村境界変更に 

伴う給水縮小区域 

 

浄水場・ポンプ場 

配水池 
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５５５５．水道管の状況．水道管の状況．水道管の状況．水道管の状況 

（（（（１１１１））））水道管の概要水道管の概要水道管の概要水道管の概要    

水道管は、導水管・送水管・配水管の３種類あり、令和５年度末時点の総延長は

528kmとなっています。昭和に布設した管路が本計画期間に法定耐用年数を経過する

ことになり、水道管全体の 53％にもなることから、計画的な更新が求められます。 

しかし、法定耐用年数経過後一度に更新すると莫大な費用を要することから、健全な

管路は可能な限り更新の時期を平準化させ更新費用の低減を図る必要があります。 

 

種類 延長 内容 

導水管 21km ・ダムや河川など水源から浄水場に水を送るための管 

送水管 33km 
・浄水場から配水池に浄水を送るための管 

・県企業局からの受水を配水池に送るための管 

配水管 474km ・配水池から各家庭などの利用者に水を送るための管 
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本経営戦略期間内に法定耐用年数を経過する管路

ダムや河川 浄水場・県企業局からの受水 配水池 各家庭等の利用者 

導水管 

延長21212121    km    

送水管 

延長33333333    km    

配水管 

延長474474474474km    

53%
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（２）（２）（２）（２）水道管の耐震化率水道管の耐震化率水道管の耐震化率水道管の耐震化率    

管路の耐震化率は、17.5％で県内市町村平均の 25.2％よりも低い状況です。この耐

震化率は基幹管路を対象としており、昨今の地震等自然災害を考慮すると対策が必須な

状況です。※県内市町村平均には「南部水道企業団」を含みます。 

 

 

北谷町 嘉手納町 那覇市 今帰仁村 豊見城市 宜野湾市 与那原町 中城村 沖縄市 

91.4% 88.2% 62.9% 57.8% 52.8% 51.7% 47.8% 44.2% 39.0% 

南部水道 伊江村 北中城村 本部町 宮古島市 うるま市 南城市 糸満市 名護市名護市名護市名護市    

38.6% 36.2% 33.8% 30.9% 30.5% 23.7% 18.8% 18.3% 17.5%17.5%17.5%17.5%    

金武町 浦添市 西原町 読谷村 宜野座村 恩納村 石垣市 久米島町  

15.7% 15.6% 13.8% 12.6% 8.4% 7.8% 6.3% 0.0%  

出典：沖縄県の水道概要 令和 5 年度版（令和 4 年度データ） 
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６６６６．経営の状況．経営の状況．経営の状況．経営の状況 

（１）（１）（１）（１）水道水道水道水道料金料金料金料金収入収入収入収入    

用途別水道料金収入は、全ての用途で増加傾向となっています。特に営業用の水道料

金収入が令和 4 年度以降増加しています。なお、令和 2、3 年度は新型コロナ感染症の

影響、令和 5 年度は物価高騰の影響に伴う経済的負担を軽減するため家庭用、営業用の

水道基本料金を一定期間免除しました。 

 

 

（税抜き／単位：千円） 

  
2020 

（R2） 

2021 

（R3） 

2022 

（R4） 

2023 

（R5） 

家庭用 761,805 759,126 803,668 761,796 

営業用 403,673 405,955 487,113 515,900 

官公署用 128,414 128,596 131,936 137,541 

基地用 122,192 127,191 140,809 143,464 

臨時用 11,867 10,705 8,222 9,003 

計 1,427,951 1,431,573 1,571,748 1,567,704 
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（２）料金（２）料金（２）料金（２）料金    

本市の水道料金は 2 か月ごとの請求となっています。料金体系は、基本料金と使用水

量増により料金増になる逓増制従量料金で構成された二部料金制を採用しています。 

 

【【【【１ヶ月料金表１ヶ月料金表１ヶ月料金表１ヶ月料金表】（名護市水道】（名護市水道】（名護市水道】（名護市水道料金料金料金料金））））    

種別 用途 

基本料金（１ヶ月につき） 超過料金（1 立方メートルにつき） 

水量 
料金 水量 料金 

（税抜） （単位は立方メートル） （税抜） 

専用給水装置 

家庭用 6 立方メートルまで 830 円 

6 を超え 10 まで 100 円 

10 を超え 30 まで 186 円 

30 を超えるもの 212 円 

営業用 10 立方メートルまで 1,900 円 

10 を超え 50 まで 240 円 

500 を超え 100 まで 270 円 

100 を超え 300 まで 280 円 

300 を超え 1,000 まで 305 円 

1,000 を超えるもの 330 円 

官公署用 10 立方メートルまで 2,000 円 

10 を超え 100 まで 255 円 

100 を超え 300 まで 275 円 

300 を超え 600 まで 295 円 

600 を超え 2,000 まで 315 円 

2,000 を超えるもの 335 円 

臨時給水装置 臨時用 1 立方メートルにつき 500 円 

私設消火栓 消防用 1 個 1 回 3 分につき 500 円 

※上記計算に消費税 10％が加算されます。 

 

本市の家庭用水道料金（1カ月料金 20ｍ3使用の場合）は税込み 3,399円です。本

市の料金は、全国平均 3,317円（令和 4 年度）※1 や県内市平均 3,361円と比べても

平均的な料金となっています。 
※1 総務省：令和 4 年度水道事業経営指標より 

 

 
（税込み／単位：円） 

豊見城市 宮古島市 南城市 うるま市 糸満市 宜野湾市 名護市名護市名護市名護市    浦添市 那覇市 石垣市 沖縄市 

3,762 3,623 3,599 3,562 3,550 3,420 3,3993,3993,3993,399    3,245 3,040 2,942 2,827 

出典：各市ホームページ料金表（令和 6 年 7 月時点） 
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（３）企業債（３）企業債（３）企業債（３）企業債    

令和 5 年度の企業債残高は約 16億円です。毎年 2億円ほどを償還しており、着実に

減少しています。ただし、今後は浄水場の設備や管路の更新のために企業債を発行する

ことで残高が増加することも考えられます。 

 

（単位：千円） 

 2020 

（R2） 

2021 

（R3） 

2022 

（R4） 

2023 

（R5） 

企業債残高 1,841,787 1,710,836 1,619,759 1,623,619 

企業債発行額 49,300 122,600 130,400 196,200 

企業債償還額 255,699 253,551 221,477 192,340 

 

 

（４）資金残高（４）資金残高（４）資金残高（４）資金残高    

令和 5 年度では約 21.2億円となっています。ただし、水道施設や水道管は老朽化が

進んでおり、今後の高額な施設整備額を考えると決して余裕があるとは言えません。 

 

（単位：千円） 

 
2020 

（R2） 

2021 

（R3） 

2022 

（R4） 

2023 

（R5） 

資金残高 1,801,509 1,938,455 2,134,996 2,117,208 
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（５）経営比較分析表（５）経営比較分析表（５）経営比較分析表（５）経営比較分析表    

① 経常収支比率 

 

常に 100％を超えており、県内市平均や全国類似団体平均よりも高く良好な状況です。 

 

（単位：％） 

 2020 

（R2） 

2021 

（R3） 

2022 

（R4） 

名護市 122.47 115.44 123.17 

県内市平均 110.33 110.58 113.37 

全国類似団体平均 110.91 111.49 109.09 

 

② 流動比率 

 

600％以上あり良好です。ただし、県内市平均と比べ低く、今後の施設更新により更

に低下する可能性があります。 

 
（単位：％） 

 2020 

（R2） 

2021 

（R3） 

2022 

（R4） 

名護市 506.08 541.13 609.02 

県内市平均 609.86 678.82 737.78 

全国類似団体平均 350.79 354.57 357.74 
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名護市
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水道料金や一般会計からの繰入金等の収益で、維持管理費や支払利息等の費用を 

どの程度賄えているかを表す指標。 

経常収益経常収益経常収益経常収益    ÷÷÷÷    経常費用経常費用経常費用経常費用    ××××    100100100100 
 

高い      良い方向 

短期的な債務に対する支払能力を表す指標。100％以上あることが必要である。 

流動資産流動資産流動資産流動資産    ÷÷÷÷    流動負債流動負債流動負債流動負債    ××××    100100100100 
 

高い      良い方向 

※県内市平均及び全国類似団体平均と比較するため R4 年度までの数値を使用しています。 
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③ 企業債残高対給水収益比率 

 

全国類似団体平均より低く年々減少しているため良好です。ただし、今後の施設更新

の財源として企業債発行により上昇することも考えられます。 

 

（単位：％） 

 2020 

（R2） 

2021 

（R3） 

2022 

（R4） 

名護市 128.98 119.51 103.05 

県内市平均 95.25 86.33 78.99 

全国類似団体平均 322.92 303.46 307.28 

 

④ 給水原価 

 

令和 3 年度までは全国類似団体平均よりも高く県内市平均よりも低い傾向にありまし

たが、令和 4 年度は各平均値よりも低くなっています。 

 
（単位：円） 

 2020 

（R2） 

2021 

（R3） 

2022 

（R4） 

名護市 167.86 175.14 168.84 

県内市平均 176.99 179.37 176.57 

全国類似団体平均 167.10 167.86 173.68 
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（
％
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名護市

県内市平均

全国類似団体平均

168.84 

165

170

175

180

R2 R3 R4

給
水
原
価
（
円
）

名護市

県内市平均

全国類似団体平均

給水収益に対する企業債残高の割合であり、企業債残高の規模を表す。 

企業債残高企業債残高企業債残高企業債残高    ÷÷÷÷    給水収益給水収益給水収益給水収益    ××××    100100100100 
 

低い      良い方向 

有収水量１ｍ3 当たりどれだけの費用がかかっているかを表す指標。 

（（（（経常費用経常費用経常費用経常費用    －－－－    受託工事費受託工事費受託工事費受託工事費    －－－－    材料及び不用品売却原価材料及び不用品売却原価材料及び不用品売却原価材料及び不用品売却原価    

－－－－    附帯事業費附帯事業費附帯事業費附帯事業費    －－－－    長期前受金戻入長期前受金戻入長期前受金戻入長期前受金戻入））））÷÷÷÷    年間総有収水量年間総有収水量年間総有収水量年間総有収水量  
低い      良い方向 
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⑤ 施設利用率 

 

全国類似団体平均よりも高く県内市平均より低い状態で僅かに増加傾向にあります。 

 
（単位：％） 

 2020 

（R2） 

2021 

（R3） 

2022 

（R4） 

名護市 62.51 62.84 65.42 

県内市平均 74.73 74.61 74.21 

全国類似団体平均 59.91 59.40 59.24 

 

⑥ 有形固定資産減価償却率 

 

徐々に上昇しており全国類似団体平均や県内市平均よりも高い状況です。この数値の

上昇は、水道施設の老朽化が進んでいることを表しており注視しなければなりません。 

 
（単位：％） 

 2020 

（R2） 

2021 

（R3） 

2022 

（R4） 

名護市 60.38 61.77 63.08 

県内市平均 53.26 54.17 54.75 

全国類似団体平均 49.20 50.01 50.99 
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全国類似団体平均

一日配水能力に対する一日平均配水量の割合で、施設の利用状況や適正規模を判断する

指標。 

一日平均配水量一日平均配水量一日平均配水量一日平均配水量    ÷÷÷÷    一日配水能力一日配水能力一日配水能力一日配水能力    ××××    100100100100 
 

高い      良い方向 

有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却がどの程度進んでいるかを表す指標。資産

の老朽化度合が分かる。 

有形固定資産減価償却累計額有形固定資産減価償却累計額有形固定資産減価償却累計額有形固定資産減価償却累計額    ÷÷÷÷        

有形固定資産のうち償却対象資産の帳簿原価有形固定資産のうち償却対象資産の帳簿原価有形固定資産のうち償却対象資産の帳簿原価有形固定資産のうち償却対象資産の帳簿原価    ××××    100100100100  
低い      良い方向 
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⑦ 管路経年化率 

 

昭和 50 年前後に布設した管路が耐用年数を迎えています。今後も上昇が見込まれ、

管路更新対策が必要となっています。 

 
（単位：％） 

 2020 

（R2） 

2021 

（R3） 

2022 

（R4） 

名護市 14.85 15.91 16.54 

県内市平均 9.85 13.22 14.74 

全国類似団体平均 18.33 20.27 21.69 

 

⑧ 管路更新率 

 

常に全国類似団体平均や県内市平均よりも低く管路更新が進んでいない状況であり上

記管路経年化率も考慮した管路更新率を上げる早急な取り組みが必要となっています。 

 
（単位：％） 

 2020 

（R2） 

2021 

（R3） 

2022 

（R4） 

名護市 0.09 0.37 0.01 

県内市平均 0.50 0.45 0.47 

全国類似団体平均 0.60 0.56 0.60 
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法定耐用年数を超えた管路延長の割合を表す指標。管路の老朽化度合を示している。 

法定耐用年数を経過した管路延長法定耐用年数を経過した管路延長法定耐用年数を経過した管路延長法定耐用年数を経過した管路延長    ÷÷÷÷    管路延長管路延長管路延長管路延長    ××××    100100100100 
 

低い      良い方向 

当該年度に更新した管路延長の割合を表す指標。管路の更新ペースや状況を把握できる。 

当該年度に更新した管路延長当該年度に更新した管路延長当該年度に更新した管路延長当該年度に更新した管路延長    ÷÷÷÷    管路延長管路延長管路延長管路延長    ××××    100100100100    
 

高い      良い方向 
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７７７７．組織の状況．組織の状況．組織の状況．組織の状況 

（（（（１）組織体制１）組織体制１）組織体制１）組織体制    

令和 2 年度の機構改革により、名護市水道部から名護市環境水道部へ名称変更を行

い、現組織体制となっています。 

 
※令和 6 年 4 月 1 日現在 

 

 

（（（（２）職員構成２）職員構成２）職員構成２）職員構成    

水道業務の職員構成は下記のとおりです。職員定数や給与水準については、類似団体

の動向等に注意し、必要に応じて適正化を図っていきます。 

   
※令和 6 年 4 月 1 日現在 

  

2

4

2

1

2

4

3

1

1年未満

1年以上3年未満

3年以上6年未満

6年以上9年未満

9年以上12年未満

12年以上15年未満

15年以上18年未満

18年以上20年未満

20年以上

勤続年数別

事務系 技術系

全体平均

3.23.23.23.2 年

平均

事務系 4.24.24.24.2 年

技術系 2.22.22.22.2 年

1

2

1

4

3

1

3

1

2

1

25歳未満

25歳以上30歳未満

30歳以上35歳未満

35歳以上40歳未満

40歳以上45歳未満

45歳以上50歳未満

50歳以上55歳未満

55歳以上

年齢別

事務系 技術系

全体平均

44.744.744.744.7 歳

平均

事務系 50.550.550.550.5 歳

技術系 38.938.938.938.9 歳

経営課長 

工務課長 

施設課長 

環境水道部長 市長 

浄水場係 4 名（うち水道 4 名） 

処理場係 2 名（うち水道 0 名） 

総務係 2 名（うち水道 1 名） 

経理係 4 名（うち水道 3 名） 

料金係 ３名（うち水道 2 名） 

計画係 3 名（うち水道 1 名） 

建設係 ８名（うち水道 3 名） 

管理係 ３名（うち水道 2 名） 

経営課技幹 
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（（（（３３３３））））人材育成人材育成人材育成人材育成    

水道事業は、市民のライフラインを確保するため、専門の知識を有する重要な業務と

なります。 

施設整備（管路整備含む）、施設の維持管理、企業会計など専門の知識が必要となる

ことから、各業務に従事する職員は、内外部の研修へ参加し、技術・知識の習得に努め

ております。 

 

１１１１    

他事業体からの水道技術管理者資格取得受講生や海外研修生の受け入れ等

を行っており、本市職員が講師を務めることにより、自己の技術能力の見直

しと能力向上を図っています。 

２２２２    

日本水道協会主催の資格取得講座及び日本水道協会沖縄県支部が中心とな

って開催する事務技術研修会等への参加により、職員の資質向上に努めて

います。 

３３３３    

公営企業会計の専門家から、日常経理業務に係る専門的なアドバイスを受

けたり、企業会計等に関する職員向けの研修を実施してもらうなど、職員の

会計知識習得に努めています。 

 

今後も引き続き積極的に取り組み、専門的知識習得や技術力向上に努めます。 

 

 

（４）（４）（４）（４）災害等へ対応災害等へ対応災害等へ対応災害等へ対応できる組織できる組織できる組織できる組織体制体制体制体制    

水道事業は、災害時に給水を早期に復旧するため、「名護市地域防災計画（令和 5 年

3 月）」に沿って行動できる体制強化に努めながら、定期的に各種訓練を実施する必要が

あります。 
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８８８８．効率化と健全化．効率化と健全化．効率化と健全化．効率化と健全化に向けた取組みに向けた取組みに向けた取組みに向けた取組み状況状況状況状況 

（（（（１１１１））））民間活力等の活用民間活力等の活用民間活力等の活用民間活力等の活用    

水道事業は、経営の効率化や経費縮減等を目的に包括的業務の外部委託を平成 11 年

度以降実施しており、職員数を削減しました。外部委託は大きく分けて 2 つの契約をし

ています。 

 

名護市浄水場施設全般運転管理業務委託 

運転管理業務  中央浄水場及び辺野古浄水場の運転管理業務 

 水源及び取水施設の運転管理 

 導水施設の運転管理、送水施設の運転管理 

 配水施設の運転管理、受水施設の運転管理 

 停電時の対応 

検針業務  毎日検針 

保守点検業務  管理対象施設における設備の日常巡回点検、月点検の実施 

維持管理業務  管理対象施設の維持管理 

水質管理業務  各水源の水質や取水量等に対する対応 

 毎日水質検査 

 管理上必要な水質検査 

 

名護市上下水道料金徴収及び管路施設維持管理等業務 

料金徴収  受付等事務、検針事務、更正等事務、収納業務、精算業務 

 督促に関する業務、料金未納及び滞納整理事務 

 給水停止執行事務、料金還付に関する事務、休日及び年末休日当番事務 

 量水器検針満期に付随する事務、その他徴収事務に必要な事務 

上水道管路 

維持管理業務 

 

 管路施設の漏水修理や出水不良等の通報受付及び調査 

 管路施設の点検、清掃、漏水調査業務 

 管路施設及び付属する装置の補修工事等の施工管理 

 他企業工事の名護市水道施設に係る立会業務 

 給水申し込みに関する受付及び書類審査 

 給水工事の検査、給水工事に関する現地調査 

 管路台帳の管理に関する業務、管路の更新計画に関する業務 
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（２（２（２（２）経営の効率化と健全化に向け）経営の効率化と健全化に向け）経営の効率化と健全化に向け）経営の効率化と健全化に向け実施中の実施中の実施中の実施中の取組み取組み取組み取組み    

① 水源保全 

水源の環境並びに水質及び取水量の監視を継続的に実施し、水源の安全かつ安定的確

保に努めています。 

 

② 浄水水質の管理継続 

安全な水を供給するため引き続き水質検査体制を継続します。 

 

③ 貯水槽水道の衛生管理強化 

貯水槽管理者への指導強化等を実施しており今後も継続して衛生管理を徹底します。 

 

④ 未収金の回収強化 

令和 3 年度から滞納整理担当を配置し、未収金残高回収に努めており滞納額は減少し

ています。また、令和６年度より一定額の利用者に対してクレジット決済を導入し利用

者の利便性向上を図っています。 

 

⑤ アセットマネジメントの継続 

今後 30 年以上の水道施設更新及び財源についてケース別に複数の将来予測により課

題を明確化し、施設の長寿命化などの目標となる方向性を検討しています。これからも

中長期的な視点により水道事業経営の健全性等を検討するためアセットマネジメントを

継続的に取り組みます。 

 

⑥ 広域化・共同化 

水道事業の広域連携等について検討を行う目的として、平成 29年（2017 年）4 月

から沖縄県水道事業広域連携検討会が設置され、水道事業も参加しています。 

 

⑦ 国際協力 

海外との技術交流等の一環として、職員の海外派遣や海外研修生の受け入れ等に取り

組んでいます。 
 

職員の海外派遣 

JICAの技術プロジェクトにおいてサモア独立国に職員を派遣 

・平成 28年度～30 年度 チーフアドバイザーの派遣 

・平成 29年度～令和６年度 短期専門家の派遣 

海外研修生の 

受け入れ 

大洋州、島嶼国の安全で安心な水資源管理及び効率的かつ衛生的

な水道事業運営を目的とした海外研修生の受け入れ 
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第第第第３３３３章章章章    水道事業の将来見通しと課題水道事業の将来見通しと課題水道事業の将来見通しと課題水道事業の将来見通しと課題 

１．水需要の見通し１．水需要の見通し１．水需要の見通し１．水需要の見通し 

（１）（１）（１）（１）将来人口の展望将来人口の展望将来人口の展望将来人口の展望    

本市の将来人口については、令和 4 年 3 月に策定した「第 2 期名護市まち・ひと・

しごと創生人口ビジョン総合戦略」において、令和 42 年（2060 年）まで推計してい

ます。推計は、本市独自推計（人口の将来展望）と国立社会保障人口問題研究所（以下

「社人研」）の 2 つがあり、社人研推計は、令和 12 年（2030 年）をピークにその後

減少していく予測となっています。一方、本市独自推計は、人口減少問題への施策を実

施した場合の推計であり、令和 27 年（2045 年）まで増加し、その後減少していく予

測です。 
 

※H27（2015）のみ実績、以降の年度は推計値 

  
出典：第 2期名護市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン総合戦略 

 

（（（（２２２２））））給水人口給水人口給水人口給水人口の予測の予測の予測の予測    

給水人口は、上記「本市独自推計」の人口増に伴い増加していく予測です。 

 
（単位：人） 

2024 

（R6） 

2025 

（R7） 

2026 

（R8） 

2027 

（R9） 

2028 

（R10） 

2029 

（R11） 

2030 

（R12） 

2031 

（R13） 

2032 

（R14） 

2033 

（R15） 

2034 

（R16） 

62,784 63,339 63,662 63,984 64,307 64,629 64,951 65,208 65,465 65,720 65,977 

66,356 
67,726 

66,987 

61,674 

63,294 

61,545 
57,199 

54,000

56,000

58,000

60,000

62,000

64,000

66,000

68,000

70,000

H27

(2015)

R2

(2020)

R7

(2025)

R12

(2030)

R17

(2035)

R22

(2040)

R27

(2045)

R32

(2050)
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（（（（３３３３））））有収水量有収水量有収水量有収水量の見通しの見通しの見通しの見通し    

有収水量は、前頁（２）給水人口の予測により増加する見通しです。 

 

（単位：千m3） 

2024 

（R6） 

2025 

（R7） 

2026 

（R8） 

2027 

（R9） 

2028 

（R10） 

2029 

（R11） 

2030 

（R12） 

2031 

（R13） 

2032 

（R14） 

2033 

（R15） 

2034 

（R16） 

7,730 7,781 7,813 7,866 7,875 7,906 7,936 7,983 7,986 8,010 8,034 

 

 

２２２２．受水費の．受水費の．受水費の．受水費の見通し見通し見通し見通し 

（１）（１）（１）（１）受水量受水量受水量受水量の予測の予測の予測の予測    

「久辺配水池」の供用開始に伴い沖縄県企業局からの受水量の増加が予測されます。 
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（２）（２）（２）（２）県企業局の料金単価県企業局の料金単価県企業局の料金単価県企業局の料金単価    

沖縄県企業局は、令和 6 年 10 月 1日から段階的に水道料金改定を予定しています。

今後は受水費の大幅な増加が見込まれ財源の確保が必要となります。 

 

実施年月日 料金（税抜き） 現行比較 

改定前 ～令和 6 年 9 月 30 日 102.24円／ｍ3 － 

改訂 

令和 6 年 10 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日 120.03円／ｍ3 ＋17.79円／ｍ3 

令和 7 年 4 月 1 日～令和 8 年 3 月 31 日 125.24円／ｍ3 ＋23.00円／ｍ3 

令和 8 年 4 月 1 日～ 135.70円／ｍ3 ＋33.46円／ｍ3 

 

３３３３．．．．投資及び財源の考え方投資及び財源の考え方投資及び財源の考え方投資及び財源の考え方 

（１）（１）（１）（１）施設整備等施設整備等施設整備等施設整備等のののの投資投資投資投資    

今後の水道施設整備は、水道事業ビジョン及びアセットマネジメント等の中長期（30

年以上）の施設見通しにより、水需要並びに老朽化の状況を踏まえ、合理化や長寿命化

などを図り、財源を考慮し投資額を平準化したうえで実施していきます。また、その他

の投資についてもその必要性や投資額の削減策を検討し実施していきます。 

 

（２）施設整備等の財源（２）施設整備等の財源（２）施設整備等の財源（２）施設整備等の財源    

水道施設整備については、できる限り補助事業を活用し、中長期（30 年以上）を見

据えて必要に応じて企業債の発行をしていきます。また、その他資産の有効活用等によ

り収入増加を検討します。 

 

４４４４．．．．新規新規新規新規事業事業事業事業の見通しの見通しの見通しの見通し 

（（（（１１１１））））配水池の新設配水池の新設配水池の新設配水池の新設    

給水の効率化、安定化を図るため配水池の整備を予定しています。 

 

（２）給水区域拡張及び（２）給水区域拡張及び（２）給水区域拡張及び（２）給水区域拡張及び道路改良等に伴う管路整備道路改良等に伴う管路整備道路改良等に伴う管路整備道路改良等に伴う管路整備    

拡張区域への配水を行うための整備を予定しています。また、道路改良等により管路

の布設替え等を予定しています。 
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５５５５．．．．更新事業更新事業更新事業更新事業の見通しの見通しの見通しの見通し 

（１）（１）（１）（１）老朽管の更新老朽管の更新老朽管の更新老朽管の更新    

本市の管路は昭和 40 年代後半から整備が始ま

っており、法定耐用年数である 40 年を経過して

いる管路が多数あり、更新の必要性が高まってい

ます。優先順位を付けた上で、水供給に影響が出

ないよう計画的な更新を行う予定です。 

 

 

（２）（２）（２）（２）中央浄水場の電気・機械設備更新中央浄水場の電気・機械設備更新中央浄水場の電気・機械設備更新中央浄水場の電気・機械設備更新    

平成元年度より供用開始した中央浄水場の電

気・機械設備は、適切な維持管理に努め長期間使

用してきましたが、法定耐用年数は既に経過して

いるものが多く、重要な設備であるため更新を行

う予定です。 

 

  

（３）（３）（３）（３）各施設の電気・機械設備更新各施設の電気・機械設備更新各施設の電気・機械設備更新各施設の電気・機械設備更新    

中央浄水場以外の施設についても計装・電気・機械設備は法定耐用年数を既に経過し

ているものが多く、優先順位を付けた上で順次更新を行う予定です。 

 

 

６６６６．．．．災害対策災害対策災害対策災害対策の見通しの見通しの見通しの見通し 

（１）中央浄水場内の耐震補強（１）中央浄水場内の耐震補強（１）中央浄水場内の耐震補強（１）中央浄水場内の耐震補強    

平成 29年度に中央浄水場の更新・耐震化計画を策定しました。その結果、耐震補強

が必要な箇所があったため、令和 7 年度より順次耐震補強工事を行い、令和 14 年度に

完了する予定です。 

 

（２）重要管路の耐震化（２）重要管路の耐震化（２）重要管路の耐震化（２）重要管路の耐震化    

平成 28年度に市内管路の更新・耐震化計画を策定し、総合物理評価と重要度評価を

もとにした更新優先順位グループ分けを行いました。さらに、重要管路は優先的に更新

することとし、順次計画に沿った更新を行う予定です。 

 

（３）配水池の耐震化（３）配水池の耐震化（３）配水池の耐震化（３）配水池の耐震化    

平成 30 年度に配水池の更新・耐震化計画を策定しました。その結果、伊差川配水池

（昭和 51 年築）は耐震補強の必要があったため、令和 9年度以降に仲尾次配水池との

統廃合及び耐震化を図る予定です。 
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（４）配水本管の二重化（４）配水本管の二重化（４）配水本管の二重化（４）配水本管の二重化    

為又配水池から配水される系統は、本市給水量の約 6 割を占めており、地震等により

管路が破損した場合、給水に大きな影響が生じるおそれがあります。そのため、災害時

のリスク対策として供給ルートを二重化で対応することを検討しています。 

 

（５）応急給水拠点の整備（緊急遮断弁の設置、給水パックの保有等）（５）応急給水拠点の整備（緊急遮断弁の設置、給水パックの保有等）（５）応急給水拠点の整備（緊急遮断弁の設置、給水パックの保有等）（５）応急給水拠点の整備（緊急遮断弁の設置、給水パックの保有等）    

大規模な地震の発生により管路が破損した場合、配水池に貯留している水道水が流出

してしまうおそれがあります。その為、一定規模の地震が発生した場合に配水池から水

道水の流出を遮断し応急給水用の水を確保する必要があります。 

本経営戦略計画期間内の令和 16 年度までに整備する予定の伊差川配水池等に緊急遮

断弁を設置する計画となっています。他の配水池への対応は、今後設置時期の検討を行

ってまいります。 

中央浄水場に応急給水設備、給水バッグ等を備え、大規模災害時には、道路の被災状

況等を確認しながら、市内の各支所等が応急給水拠点となるよう取り組んでいきます。 

   

 

７７７７．効率化と健全化．効率化と健全化．効率化と健全化．効率化と健全化に向けた取組みに向けた取組みに向けた取組みに向けた取組みの見通しの見通しの見通しの見通し 

（（（（１１１１））））施設の統廃合施設の統廃合施設の統廃合施設の統廃合    

水道事業の辺野古浄水場は昭和 34 年に在留米軍が建設した施設で、60 年以上経過

し老朽化が進んでおり、浄水能力も低下しています。将来的には水需要を単独で賄えな

い上に、水質への対応を考慮した結果、廃止する予定です。廃止後の給水は、供用開始

予定の久辺配水池にて沖縄県企業局から受水し配水する計画です。 

 

（（（（２２２２））））老朽化した施設の統合老朽化した施設の統合老朽化した施設の統合老朽化した施設の統合    

伊差川配水池の更新時に、仲尾次配水池との統合を検討します。 

 

（（（（３３３３）管路情報の精度向上）管路情報の精度向上）管路情報の精度向上）管路情報の精度向上    

有収率の向上、維持のため、配水ブロック化を目標に管路情報の精度向上を進めま

す。また、配水量の分析等により漏水多発地点を特定し、効率的な漏水調査を実施する

ことにより漏水箇所の早期発見、早期修繕を行い有収率の向上に努めます。 
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（（（（４４４４）委託方式の見直し）委託方式の見直し）委託方式の見直し）委託方式の見直し    

既存委託業務の更なるコストダウンに向けて、発注方式の検討を行います。 

 

（５）適正な料金水準（５）適正な料金水準（５）適正な料金水準（５）適正な料金水準の検討の検討の検討の検討    

今後の施設整備等の投資、今後の水需要の動向、施設維持管理費、組織の変更、社会

経済状況の変化等（物価上昇を含む）を考慮したうえで財政シミュレーションを実施

し、水道事業の持続や安定経営に向けて水道料金の適正化に取り組みます。 

 

（６）情報通信技術の活用による（６）情報通信技術の活用による（６）情報通信技術の活用による（６）情報通信技術の活用による DXDXDXDX 化及び化及び化及び化及び GXGXGXGX 化の検討化の検討化の検討化の検討    

IoTや AIの活用を検討し、業務の効率化を図ります。また、太陽光発電等の新エネル

ギー導入を検討します。 

 

（７）職員定数や給与水準の適正化（７）職員定数や給与水準の適正化（７）職員定数や給与水準の適正化（７）職員定数や給与水準の適正化    

職員定数や給与水準については、業務量の状況や類似団体の動向等に注意し、必要に

応じて適正化を図っていきます。 

 

（８）新型コロナウイルス感染症に伴い生じた環境変化（８）新型コロナウイルス感染症に伴い生じた環境変化（８）新型コロナウイルス感染症に伴い生じた環境変化（８）新型コロナウイルス感染症に伴い生じた環境変化    

水道事業は、新型コロナウイルス感染症により下記のような環境変化がありました。

この経験を踏まえ今後の事業運営に生かしていきます。 

① 在宅勤務や外出自粛により家庭、事業者の水需要が変動した。 

② コロナ禍において水道は生活基盤を支える重要なインフラであることが改めて認識

された。 

    

８８８８．．．．今後の今後の今後の今後の課題課題課題課題 

今後の重要な課題は以下になります。 

１１１１    
水道施設及び水道管の耐震化率が低いことと、老朽化が急速に進んでい

ること 

２２２２    

下記項目により大幅にコストが増加すること 

・県企業局受水単価の値上げ等に伴う受水費増加 

・物価上昇による各費用の増加 

３３３３    
水道事業職員の専門技術、知識の習得及び継承によりサービスの低下を

防ぐこと 

４４４４    
市役所本庁舎の建替えに伴い、水道庁舎建設の検討が必要となっている

こと 
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第第第第４４４４章章章章    経営方針経営方針経営方針経営方針 

１．経営方針と施策１．経営方針と施策１．経営方針と施策１．経営方針と施策 

（１（１（１（１）経営方針）経営方針）経営方針）経営方針    

水道の理想像として、時代や環境の変化に対して的確に対応しつつ、水道基準に適合

した水が、必要な量、いつでも、どこでも、誰でも合理的な対価をもって、持続的に受

け取ることが可能な水道を経営方針として掲げています。また、「未来につなげる あけ

みおの水道」を基本理念としています。 

   

 

（２）（２）（２）（２）施策施策施策施策    

 

安全安全安全安全    

① 水源の保全 

② 浄水水質の管理継続 

③ 貯水槽水道の衛生管理活動 

強靭強靭強靭強靭    

① 老朽化施設の更新 

② 主要施設の耐震化 

③ 災害対策の推進 

持続持続持続持続    

① 適正な料金水準の検討 

② 経営の健全化 

③ 有収率の維持・向上 

④ 海外との技術交流の推進 

  

方針１ 安全安全安全安全 

いつでも安全な水、 

快適な水を供給 

 

方針２ 強靭強靭強靭強靭 

災害時を含め 

必要な時に必要な量を 

安定提供 

 

方針３ 持続持続持続持続 

将来も変わらず 

安定した事業を運営 
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２．２．２．２．数値数値数値数値目標目標目標目標 

（（（（１１１１）投資）投資）投資）投資に関するに関するに関するに関する目標目標目標目標    

水道施設及び水道管の老朽化が進んでおり、安全で安心な水の供給をするために、計

画的な更新を行っていきます。あわせて地震等の自然災害に対応できるように耐震適合

率を上げるように下記を目標としました。 

 

目標指標 
実績値実績値実績値実績値    

2023（R5） 
中間中間中間中間値値値値    

2029（R11）    
最終最終最終最終値値値値    

2034（R16） 

管路経年化率 ※ 33.33.33.33.7777 ％    31.231.231.231.2 ％    39.39.39.39.3333 ％    

基幹管路耐震適合率 18.18.18.18.2222 ％    21.221.221.221.2 ％    34.334.334.334.3 ％    

配水池耐震化率 46.46.46.46.2222 ％    65.65.65.65.3333 ％    72.72.72.72.1111 ％    

有収率 92.992.992.992.9    ％    94.094.094.094.0 ％    95.095.095.095.0 ％    

※管路経年化率は、管路を更新しない場合 50％を超過する見通しです。 

 

 

（２（２（２（２））））財源財源財源財源に関するに関するに関するに関する目標目標目標目標    

水道事業経営の健全化、安定化を図るため経営状況を表す下記項目に対して目標数値

を定めました。 

 

目標指標 
実績値実績値実績値実績値    

2023（R5） 

中間中間中間中間値値値値    
2029（R11）    

最終最終最終最終値値値値    
2034（R16） 

経常収支比率 121121121121....5555 ％    108.7108.7108.7108.7 ％    115.5115.5115.5115.5 ％    

企業債残高対給水収益比率 103103103103....6666 ％    111129292929....6666 ％    111120202020.7.7.7.7 ％    
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第第第第５５５５章章章章    投資・財政計画投資・財政計画投資・財政計画投資・財政計画 

１．投資計画１．投資計画１．投資計画１．投資計画 

（１）（１）（１）（１）新規新規新規新規施設施設施設施設    

 

 

（税込み／単位：千円） 

2025 

（R7） 

2026 

（R8） 

2027 

（R9） 

2028 

（R10） 

2029 

（R11） 

2030 

（R12） 

2031 

（R13） 

2032 

（R14） 

2033 

（R15） 

2034 

（R16） 

0 0 95,909 8,282 414,177 399,175 162,395 166,452 36,024 367,059 

  

1,649,473

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

1,800,000

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

累
計
金
額
（
千
円
）

金
額
（
千
円
）

配水池の新設 給水区域拡張に伴う管路整備 道路改良等に伴う管路整備 累計

１１１１ 配水池の新設配水池の新設配水池の新設配水池の新設 

設備更新費の低減化や維持管理の効率化を図るため老朽化している二つの配水

池（伊差川配水池・仲尾次配水池）を統合して、新たな「伊差川配水池」を新設

します。また、給水の安定化を図るため、新たに「安部配水池」を新設します。 

２２２２ 給水区域拡張に伴う管路整備給水区域拡張に伴う管路整備給水区域拡張に伴う管路整備給水区域拡張に伴う管路整備 

拡張区域への配水を行うために必要となる管路を整備します。 

３３３３ 道路改良等に伴う管路整備道路改良等に伴う管路整備道路改良等に伴う管路整備道路改良等に伴う管路整備 

道路改良等により、管路の布設替え等を予定しています。 
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（２）既存（２）既存（２）既存（２）既存施設施設施設施設    

 

 
（税込み／単位：千円） 

2025 

（R7） 

2026 

（R8） 

2027 

（R9） 

2028 

（R10） 

2029 

（R11） 

2030 

（R12） 

2031 

（R13） 

2032 

（R14） 

2033 

（R15） 

2034 

（R16） 

1,006,013 918,142 810,896 918,513 522,872 485,021 711,551 708,628 837,782 485,063 

  

7,404,481

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

7,000,000

8,000,000

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

累
計
金
額
（
千
円
）

金
額
（
千
円
）

中央浄水場の耐震化及び電気設備更新 ポンプ場の電気設備更新

管路の耐震化及び更新 県河川改修による移設

累計

１１１１ 老朽管の耐震化老朽管の耐震化老朽管の耐震化老朽管の耐震化及び更新及び更新及び更新及び更新 

重要管路を優先に耐震化及び更新を行います。 

２２２２ 中央浄水場の耐震化及び電気設備更新中央浄水場の耐震化及び電気設備更新中央浄水場の耐震化及び電気設備更新中央浄水場の耐震化及び電気設備更新 

浄水場内の耐震補強及び電気設備の更新を行います。 

３３３３ ポンプ場の電気設備更新ポンプ場の電気設備更新ポンプ場の電気設備更新ポンプ場の電気設備更新 

給水安定性向上のため、潮平川取水ポンプ場、屋部増圧ポンプ場、羽地大川取

水ポンプ場の老朽化している電気設備を更新します。 

４４４４ 県河川改修に伴う移設県河川改修に伴う移設県河川改修に伴う移設県河川改修に伴う移設 

沖縄県管理の西屋部川河川改修事業により、川幅が大きくなるため、河川を横

断している市道が再整備となります。それに伴い、市道に埋設している水道管

も移設後、再整備します。 
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２．財政計画２．財政計画２．財政計画２．財政計画 

（１）（１）（１）（１）水道水道水道水道料金料金料金料金収入収入収入収入    

計画期間内の水道料金収入は、「第 3章 水道事業の将来見通しと課題 1.水需要の見通

し」の給水人口と有収水量予測の結果、年々増加していきます。なお、水道料金収入は、

有収水量と料金単価により算出しています。 

 

（税抜き／単位：千円） 

2025 

（R7） 

2026 

（R8） 

2027 

（R9） 

2028 

（R10） 

2029 

（R11） 

2030 

（R12） 

2031 

（R13） 

2032 

（R14） 

2033 

（R15） 

2034 

（R16） 

1,642,297 1,648,293 1,658,702 1,659,849 1,665,515 1,671,075 1,680,275 1,680,293 1,684,771 1,689,275 

  

1,689,275 

1,610,000

1,620,000
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1,650,000

1,660,000

1,670,000

1,680,000

1,690,000

1,700,000

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000
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年
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水
道
料
金
収
入
（
千
円
）

用
途
別
水
道
料
金
収
入
（
千
円
）

家庭用 営業用 官公署用 基地用 その他 年間水道料金収入
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（２）補助金（２）補助金（２）補助金（２）補助金    

水道施設や水道管を整備する上で、国からの補助金を活用していきます。補助金は国

に申請し、認可を得た事業費の 50％になります。（国土交通省補助の場合） 

 

（単位：千円） 

2025

（R7） 

2026

（R8） 

2027

（R9） 

2028

（R10） 

2029

（R11） 

2030

（R12） 

2031 

（R13） 

2032 

（R14） 

2033 

（R15） 

2034 

（R16） 

322,356 359,071 353,402 363,397 368,524 342,098 336,973 337,540 336,903 326,061 

 

 

（３）（３）（３）（３）企業債企業債企業債企業債    

水道施設や水道管は、長期間使用するものであるため、投資費用を補助金と水道料金

収入で賄うだけでなく、資金繰り等を考慮しつつ将来世代への負担が過大にならない範

囲で企業債を発行します。 

 

（単位：千円） 

2025

（R7） 

2026

（R8） 

2027

（R9） 

2028

（R10） 

2029

（R11） 

2030

（R12） 

2031 

（R13） 

2032 

（R14） 

2033 

（R15） 

2034 

（R16） 

139,200 359,000 229,100 193,500 291,000 290,700 193,800 91,900 0 0 
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３．３．３．３．基本基本基本基本シミュレーションの前提条件シミュレーションの前提条件シミュレーションの前提条件シミュレーションの前提条件 

収益的収支と資本的収支に区分し、以下の条件で投資財政計画を作成しました。 

 

収
益
的
収
支 

収
益
的
収
入 

営業収益 

水道料金収入 第５章投資・財政計画の 2.財政計画にて算定 

事務受託収益 過年度額を基準として試算 

手数料他 過年度額を基準として試算 

営業外収益 

他会計補助金 過年度額を基準として試算 

その他補助金 特になし 

長期前受金戻入 既存施設及び計画期間内投資の財源となった補助金等の収益化額 

雑収益他 過年度額を基準として試算 

収
益
的
支
出 

営業費用 

職員給与費 令和６年度予算額を基準として試算 

動力費 電力料の見直し及び物価上昇を考慮して試算 

修繕費 過年度額を基準として物価上昇を考慮して試算 

受水費 受水量の見通し及び受水単価値上げを考慮して試算 

減価償却費 既存施設及び計画期間内投資の減価償却費を計上 

固定資産除却費 更新施設の除却分を見込額として計上 

委託費他 過年度額を基準として今後の見込み、物価上昇を考慮して試算 

営業外費用 
支払利息 既存及び計画期間内の企業債発行分の利息を計上 

雑支出他 過年度額を基準として試算 

特別利益 過年度額を基準として試算 

特別損失 過年度額を基準として今後の見込みを考慮して試算 

資
本
的
収
支 

資
本
的
収
入 

企業債 第５章投資・財政計画の 2.財政計画にて算定 

他会計補助金 特になし 

国（都道府県）補助金 第５章投資・財政計画の 2.財政計画にて算定 

固定資産売却代金 特になし 

工事負担金 特になし 

その他 特になし 

資
本
的
支
出 

建設改良費 第５章投資・財政計画の 1.投資計画にて算定 

  うち職員給与費 令和６年度予算額を基準として試算 

企業債償還金 既存及び計画期間内の企業債発行分の元金償還額を計上 

他会計長期借入返還金 特になし 

他会計への支出金 特になし 

その他 特になし 
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４４４４．投資財政．投資財政．投資財政．投資財政計画計画計画計画シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション 

（１）（１）（１）（１）基本基本基本基本シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション結果結果結果結果    

水道需要及び施設老朽化等を踏まえた投資試算及び財源試算に基づき前述の前提条件

により投資・財政計画の基本シミュレーションを実施しました。 

基本シミュレーション結果は、下記のとおり各年度で当年度純利益は損失となり資金

不足が発生することとなりました。なお、企業債残高は増加傾向となっています。 

厳しい結果となりましたが、施設や管路の老朽化が進む中、本計画における施設更新

や整備（耐震化含む）を実施しても管路の経年化率は増加する見込みとなっており、将

来世代の負担が大きくなる可能性があります。シミュレーションの結果を受け、安定的

に水道事業を持続するために経営の健全化を図る必要があります。 
（税抜き／単位：千円） 

 
2025

（R7） 

2026

（R8） 

2027

（R9） 

2028

（R10） 

2029

（R11） 

2030

（R12） 

2031 

（R13） 

2032 

（R14） 

2033 

（R15） 

2034 

（R16） 

水道事業収益 1,927,763 1,920,321 1,929,009 1,930,098 1,938,374 1,947,709 1,956,769 1,959,853 1,967,445 1,975,809 

水道事業費用 2,089,541 1,963,794 1,983,530 1,980,126 2,012,659 2,023,242 2,039,151 2,045,330 2,060,457 2,077,134 

当年度純利益 △161,778 △43,473 △54,521 △50,028 △74,285 △75,533 △82,382 △85,477 △93,012 △101,325 

資金収支 △391,792 △36,252 △159,296 △187,149 △104,676 △88,415 △173,381 △289,079 △392,746 △376,938 

資金残高 1,171,600 1,135,348 976,052 788,903 684,227 595,813 422,432 133,353 △259,393 △636,331 

企業債残高 1,769,807 2,021,158 2,160,693 2,269,428 2,482,289 2,681,277 2,782,727 2,766,712 2,656,483 2,548,376 
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（（（（２２２２））））パターン別パターン別パターン別パターン別    水道水道水道水道料金料金料金料金改改改改定定定定シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション    

基本シミュレーション結果を受け、水道事業の健全化及び安定化に向けて、３つのパ

ターンに分けて水道料金改定のシミュレーションを実施しました。 

    

現行見込現行見込現行見込現行見込 改定改定改定改定（改定率・税抜き単価）    

2024（Ｒ6） 区分 2027（R9） 2032（R14） 

１９６円／ｍ3 

パターン 1 10101010    ％％％％    （216 円／ｍ3） 5 5 5 5 ％％％％ （225 円／ｍ3）    

パターン 2 15151515    ％％％％ （225 円／ｍ3） 11110000    ％％％％ （244 円／ｍ3）    

パターン 3 20202020    ％％％％ （235 円／ｍ3） 10101010    ％％％％ （254 円／ｍ3）    

※ｍ3当たりの単価は、年間水道料金見込み額を年間給水量で除した額を四捨五入して表示しています。 

 

 

    R9R9R9R9 年年年年度度度度 10101010％、％、％、％、R14R14R14R14 年度年度年度年度 5555％の％の％の％の料金料金料金料金改定改定改定改定    
（税抜き／単位：千円） 

 
2025

（R7） 

2026

（R8） 

2027

（R9） 

2028

（R10） 

2029

（R11） 

2030

（R12） 

2031 

（R13） 

2032 

（R14） 

2033 

（R15） 

2034 

（R16） 

水道事業収益 1,927,763 1,920,321 2,094,878 2,096,082 2,104,924 2,114,815 2,124,796 2,211,897 2,220,161 2,229,200 

水道事業費用 2,089,541 1,963,794 1,983,530 1,980,126 2,012,659 2,023,242 2,039,151 2,045,330 2,060,457 2,077,134 

当年度純利益 △161,778 △43,473 111,348 115,956 92,265 91,573 85,645 166,567 159,704 152,066 

資金収支 △391,792 △36,252 6,573 △21,165 61,874 78,691 △5,354 △37,035 △140,030 △123,547 

資金残高 1,171,600 1,135,348 1,141,921 1,120,756 1,182,630 1,261,322 1,255,968 1,218,933 1,078,903 955,356 

 

 

R9R9R9R9 年度年度年度年度 15151515％、％、％、％、R14R14R14R14 年度年度年度年度 10101010％の％の％の％の料金料金料金料金改定改定改定改定    
（税抜き／単位：千円） 

 
2025

（R7） 

2026

（R8） 

2027

（R9） 

2028

（R10） 

2029

（R11） 

2030

（R12） 

2031 

（R13） 

2032 

（R14） 

2033 

（R15） 

2034 

（R16） 

水道事業収益 1,927,763 1,920,321 2,177,814 2,179,075 2,188,201 2,198,370 2,208,809 2,379,926 2,388,637 2,398,127 

水道事業費用 2,089,541 1,963,794 1,983,530 1,980,126 2,012,659 2,023,242 2,039,151 2,045,330 2,060,457 2,077,134 

当年度純利益 △161,778 △43,473 194,284 198,949 175,542 175,128 169,658 334,596 328,180 320,993 

資金収支 △391,792 △36,252 89,509 61,828 145,151 162,246 78,659 130,994 28,446 45,380 

資金残高 1,171,600 1,135,348 1,224,857 1,286,685 1,431,836 1,594,083 1,672,742 1,803,736 1,832,182 1,877,562 

 

  

当年度純利益は黒字となりますが、資金収支は計画期間の後半からマイナスが大きくなって

いき、今後の施設整備や企業債償還財源を確保することができません。 

当年度純利益及び資金収支が黒字となり、これから実施していく施設整備や企業債償還財源

をある程度確保することができます。しかし、国が推奨している資産維持費（将来の物価上

昇等を加味したもの）を加算した総括原価はまかなえていません。 

パターン１１１１ 

パターン２２２２ 
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    R9R9R9R9 年年年年度度度度 20202020％、％、％、％、R14R14R14R14 年度年度年度年度 10101010％の％の％の％の料金料金料金料金改定改定改定改定    
（税抜き／単位：千円） 

 
2025

（R7） 

2026

（R8） 

2027

（R9） 

2028

（R10） 

2029

（R11） 

2030

（R12） 

2031 

（R13） 

2032 

（R14） 

2033 

（R15） 

2034 

（R16） 

水道事業収益 1,927,763 1,920,321 2,260,749 2,262,067 2,271,476 2,281,923 2,292,823 2,463,940 2,472,876 2,482,590 

水道事業費用 2,089,541 1,963,794 1,983,530 1,980,126 2,012,659 2,023,242 2,039,151 2,045,330 2,060,457 2,077,134 

当年度純利益 △161,778 △43,473 277,219 281,941 258,817 258,681 253,672 418,610 412,419 405,456 

資金収支 △391,792 △36,252 172,444 144,820 228,426 245,799 162,673 215,008 112,685 129,843 

資金残高 1,171,600 1,135,348 1,307,792 1,452,612 1,681,038 1,926,838 2,089,511 2,304,519 2,417,204 2,547,047 

 

 

 

上記シミュレーションの結果・・・本投資財政計画ではパターン２を目標とします。 

 

採用 投資財政計画 パターン２パターン２パターン２パターン２    R9 年度 15％、R14 年度 10％の料金改定 
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国が推奨している資産維持費（将来の物価上昇等を加味したもの）を加算した総括原価をま

かなう料金改定率の試算です。当年度純利益及び資金収支は毎年度プラスとなり資金残高は

大幅に増加します。 

パターン３３３３ 



第５章第５章第５章第５章    投資・財政計画投資・財政計画投資・財政計画投資・財政計画 

38 

５５５５．投資財政計画．投資財政計画．投資財政計画．投資財政計画 

水道事業水道事業水道事業水道事業 

 

（
税

抜
き

／
単
位

：
千

円
）

2
0

2
4

年
度

（
R

６
）

見
込

2
0

2
5

年
度

（
R

7
）

2
0

2
6

年
度

（
R

8
）

2
0

2
7

年
度

（
R

9
）

2
0

2
8

年
度

（
R

1
0

）

2
0

2
9

年
度

（
R

1
1

）

2
0

3
0

年
度

（
R

1
2

）

2
0

3
1

年
度

（
R

1
3

）

2
0

3
2

年
度

（
R

1
4

）

2
0

3
3

年
度

（
R

1
5

）

2
0

3
4

年
度

（
R

1
6

）

水
道

料
金

1
,6

3
3

,1
7

9
1

,6
4

2
,2

9
7

1
,6

4
8

,2
9

3
1

,9
0

7
,5

0
7

1
,9

0
8

,8
2

6
1

,9
1

5
,3

4
2

1
,9

2
1

,7
3

6
1

,9
3

2
,3

1
5

2
,1

0
0

,3
6

6
2

,1
0

5
,9

6
3

2
,1

1
1

,5
9

3

事
務

受
託

収
益

2
0

,8
7

3
2

0
,8

7
3

2
0

,8
7

3
2

0
,8

7
3

2
0

,8
7

3
2

0
,8

7
3

2
0

,8
7

3
2

0
,8

7
3

2
0

,8
7

3
2

0
,8

7
3

2
0

,8
7

3

手
数

料
他

1
2

,3
6

7
1

2
,3

6
7

1
2

,3
6

7
1

2
,3

6
7

1
2

,3
6

7
1

2
,3

6
7

1
2

,3
6

7
1

2
,3

6
7

1
2

,3
6

7
1

2
,3

6
7

1
2

,3
6

7

1
,6

6
6

,4
1

9
1

,6
7

5
,5

3
7

1
,6

8
1

,5
3

3
1

,9
4

0
,7

4
7

1
,9

4
2

,0
6

6
1

,9
4

8
,5

8
2

1
,9

5
4

,9
7

6
1

,9
6

5
,5

5
5

2
,1

3
3

,6
0

6
2

,1
3

9
,2

0
3

2
,1

4
4

,8
3

3

他
会

計
補

助
金

8
,2

6
7

8
,2

6
6

8
,2

6
6

8
,2

6
6

8
,2

6
6

8
,2

6
6

8
,2

6
6

8
,2

6
6

8
,2

6
6

8
,2

6
6

8
,2

6
6

長
期

前
受

金
戻

入
2

2
5

,2
4

2
2

4
1

,3
7

1
2

2
7

,9
3

3
2

2
6

,2
1

2
2

2
6

,1
5

4
2

2
8

,7
6

4
2

3
2

,5
3

9
2

3
2

,3
9

9
2

3
5

,4
6

5
2

3
8

,5
7

9
2

4
2

,4
3

9

雑
収

益
他

1
,9

9
9

2
,5

3
3

2
,5

3
3

2
,5

3
3

2
,5

3
3

2
,5

3
3

2
,5

3
3

2
,5

3
3

2
,5

3
3

2
,5

3
3

2
,5

3
3

2
3

5
,5

0
8

2
5

2
,1

7
0

2
3

8
,7

3
2

2
3

7
,0

1
1

2
3

6
,9

5
3

2
3

9
,5

6
3

2
4

3
,3

3
8

2
4

3
,1

9
8

2
4

6
,2

6
4

2
4

9
,3

7
8

2
5

3
,2

3
8

1
,9

0
1

,9
2

7
1

,9
2

7
,7

0
7

1
,9

2
0

,2
6

5
2

,1
7

7
,7

5
8

2
,1

7
9

,0
1

9
2

,1
8

8
,1

4
5

2
,1

9
8

,3
1

4
2

,2
0

8
,7

5
3

2
,3

7
9

,8
7

0
2

,3
8

8
,5

8
1

2
,3

9
8

,0
7

1

職
員

給
与

費
1

6
4

,8
6

1
1

6
4

,8
6

1
1

6
4

,8
6

1
1

6
4

,8
6

1
1

6
4

,8
6

1
1

6
4

,8
6

1
1

6
4

,8
6

1
1

6
4

,8
6

1
1

6
4

,8
6

1
1

6
4

,8
6

1
1

6
4

,8
6

1

動
力

費
1

4
8

,4
0

2
1

3
0

,1
7

6
1

3
3

,4
3

0
1

3
6

,7
6

6
1

4
0

,1
8

5
1

4
3

,6
9

0
1

4
3

,6
9

0
1

4
3

,6
9

0
1

4
3

,6
9

0
1

4
3

,6
9

0
1

4
3

,6
9

0

修
繕

費
1

2
5

,5
9

0
1

2
5

,8
3

6
1

2
9

,5
7

3
1

3
3

,4
9

4
1

3
7

,6
6

4
1

4
1

,2
5

5
1

3
8

,9
1

5
1

3
9

,7
6

3
1

3
8

,8
7

7
1

4
1

,7
2

9
1

4
2

,2
8

7

受
水

費
3

0
4

,5
8

0
4

1
0

,9
6

3
4

4
5

,2
8

6
4

4
5

,2
8

6
4

4
5

,2
8

6
4

4
5

,2
8

6
4

4
5

,2
8

6
4

4
5

,2
8

6
4

4
5

,2
8

6
4

4
5

,2
8

6
4

4
5

,2
8

6

減
価

償
却

費
5

0
4

,9
6

5
5

5
4

,7
0

8
5

3
3

,4
3

5
5

3
0

,6
5

9
5

3
1

,9
8

5
5

4
0

,9
5

4
5

5
3

,7
3

9
5

6
5

,2
1

5
5

7
0

,5
7

6
5

8
2

,8
5

7
5

9
7

,0
1

9

固
定

資
産

除
却

費
3

0
,0

0
0

1
3

0
,0

0
0

3
0

,0
0

0
3

0
,0

0
0

3
0

,0
0

0
3

0
,0

0
0

3
0

,0
0

0
3

0
,0

0
0

3
0

,0
0

0
3

0
,0

0
0

3
0

,0
0

0

委
託

料
他

5
1

0
,8

6
3

4
8

7
,9

3
4

5
0

0
,1

9
8

5
1

1
,0

9
8

4
9

6
,4

0
0

5
1

0
,9

5
0

5
0

7
,4

0
0

5
0

7
,5

1
2

5
0

7
,4

2
8

5
0

7
,5

9
5

5
1

1
,2

8
5

1
,7

8
9

,2
6

1
2

,0
0

4
,4

7
8

1
,9

3
6

,7
8

3
1

,9
5

2
,1

6
4

1
,9

4
6

,3
8

1
1

,9
7

6
,9

9
6

1
,9

8
3

,8
9

2
1

,9
9

6
,3

2
6

2
,0

0
0

,7
1

8
2

,0
1

6
,0

1
8

2
,0

3
4

,4
2

8

支
払

利
息

2
3

,9
1

2
2

6
,2

0
5

2
6

,3
3

5
3

0
,6

9
0

3
3

,0
6

9
3

4
,9

8
7

3
8

,6
7

4
4

2
,1

4
9

4
3

,9
3

6
4

3
,7

6
3

4
2

,0
3

0

雑
支

出
他

6
2

0
5

0
0

5
0

0
5

0
0

5
0

0
5

0
0

5
0

0
5

0
0

5
0

0
5

0
0

5
0

0

2
4

,5
3

2
2

6
,7

0
5

2
6

,8
3

5
3

1
,1

9
0

3
3

,5
6

9
3

5
,4

8
7

3
9

,1
7

4
4

2
,6

4
9

4
4

,4
3

6
4

4
,2

6
3

4
2

,5
3

0

1
,8

1
3

,7
9

3
2

,0
3

1
,1

8
3

1
,9

6
3

,6
1

8
1

,9
8

3
,3

5
4

1
,9

7
9

,9
5

0
2

,0
1

2
,4

8
3

2
,0

2
3

,0
6

6
2

,0
3

8
,9

7
5

2
,0

4
5

,1
5

4
2

,0
6

0
,2

8
1

2
,0

7
6

,9
5

8

2
5

6
5

6
5

6
5

6
5

6
5

6
5

6
5

6
5

6
5

6

2
6

,5
4

0
5

8
,3

5
8

1
7

6
1

7
6

1
7

6
1

7
6

1
7

6
1

7
6

1
7

6
1

7
6

1
7

6

6
1

,5
9

6
△

 1
6

1
,7

7
8

△
 4

3
,4

7
3

1
9

4
,2

8
4

1
9

8
,9

4
9

1
7

5
,5

4
2

1
7

5
,1

2
8

1
6

9
,6

5
8

3
3

4
,5

9
6

3
2

8
,1

8
0

3
2

0
,9

9
3

（
税

込
み

／
単
位

：
千

円
）

2
0

2
4

年
度

（
R

６
）

見
込

2
0

2
5

年
度

（
R

7
）

2
0

2
6

年
度

（
R

8
）

2
0

2
7

年
度

（
R

9
）

2
0

2
8

年
度

（
R

1
0

）

2
0

2
9

年
度

（
R

1
1

）

2
0

3
0

年
度

（
R

1
2

）

2
0

3
1

年
度

（
R

1
3

）

2
0

3
2

年
度

（
R

1
4

）

2
0

3
3

年
度

（
R

1
5

）

2
0

3
4

年
度

（
R

1
6

）

3
0

7
,8

3
6

1
3

9
,2

0
0

3
5

9
,0

0
0

2
2

9
,1

0
0

1
9

3
,5

0
0

2
9

1
,0

0
0

2
9

0
,7

0
0

1
9

3
,8

0
0

9
1

,9
0

0
0

0

8
1

2
,5

1
0

3
2

2
,3

5
6

3
5

9
,0

7
1

3
5

3
,4

0
2

3
6

3
,3

9
7

3
6

8
,5

2
4

3
4

2
,0

9
8

3
3

6
,9

7
3

3
3

7
,5

4
0

3
3

6
,9

0
3

3
2

6
,0

6
1

7
0

,0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

1
,1

9
0

,3
4

6
4

6
1

,5
5

6
7

1
8

,0
7

1
5

8
2

,5
0

2
5

5
6

,8
9

7
6

5
9

,5
2

4
6

3
2

,7
9

8
5

3
0

,7
7

3
4

2
9

,4
4

0
3

3
6

,9
0

3
3

2
6

,0
6

1

2
,0

5
1

,0
6

3
1

,0
7

2
,4

1
8

9
9

2
,2

8
9

9
8

5
,0

8
3

9
9

8
,3

0
1

1
,0

0
7

,5
5

8
9

5
6

,5
2

3
9

4
2

,8
1

2
9

4
0

,5
5

6
9

5
2

,1
1

3
9

2
8

,4
0

3

1
7

3
,3

5
0

1
2

7
,4

9
8

1
0

7
,6

4
9

8
9

,5
6

5
8

4
,7

6
5

7
8

,1
3

9
9

1
,7

1
2

9
2

,3
5

0
1

0
7

,9
1

5
1

1
0

,2
2

9
1

0
8

,1
0

7

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

2
,2

2
4

,4
1

3
1

,1
9

9
,9

1
6

1
,0

9
9

,9
3

8
1

,0
7

4
,6

4
8

1
,0

8
3

,0
6

6
1

,0
8

5
,6

9
7

1
,0

4
8

,2
3

5
1

,0
3

5
,1

6
2

1
,0

4
8

,4
7

1
1

,0
6

2
,3

4
2

1
,0

3
6

,5
1

0

△

 

1

,

0

3

4

,

0

6

7

△
 7

3
8

,3
6

0
△

 3
8

1
,8

6
7

△
 4

9
2

,1
4

6
△

 5
2

6
,1

6
9

△
 4

2
6

,1
7

3
△

 4
1

5
,4

3
7

△
 5

0
4

,3
8

9
△

 6
1

9
,0

3
1

△
 7

2
5

,4
3

9
△

 7
1

0
,4

4
9

（
単
位

：
千

円
）

△
 5

5
3

,8
1

6
△

 3
9

1
,7

9
2

△
 3

6
,2

5
2

8
9

,5
0

9
6

1
,8

2
8

1
4

5
,1

5
1

1
6

2
,2

4
6

7
8

,6
5

9
1

3
0

,9
9

4
2

8
,4

4
6

4
5

,3
8

0

1
,5

6
3

,3
9

2
1

,1
7

1
,6

0
0

1
,1

3
5

,3
4

8
1

,2
2

4
,8

5
7

1
,2

8
6

,6
8

5
1

,4
3

1
,8

3
6

1
,5

9
4

,0
8

3
1

,6
7

2
,7

4
2

1
,8

0
3

,7
3

6
1

,8
3

2
,1

8
2

1
,8

7
7

,5
6

2

1
,7

5
8

,1
0

5
1

,7
6

9
,8

0
7

2
,0

2
1

,1
5

8
2

,1
6

0
,6

9
3

2
,2

6
9

,4
2

8
2

,4
8

2
,2

8
9

2
,6

8
1

,2
7

7
2

,7
8

2
,7

2
7

2
,7

6
6

,7
1

2
2

,6
5

6
,4

8
3

2
,5

4
8

,3
7

6
企

業
債

残
高

建
設

改
良

費

企
業

債
償

還
金

資
本

的
収

支

資
金

収
支

資
本

的
収

入

資 本 的 収 入

資
金

残
高

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
年

度

区
分

営
業

収
益

営
業

外
収

益

収 益 的 収 支

当
年

度
純

利
益

営
業

費
用

営
業

外
費

用

水
道

事
業

収
益

特
別

損
失

収 益 的 支 出

水
道

事
業

費
用

収 益 的 収 入

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
年

度

区
分

特
別

利
益

資 本 的 収 支
そ

の
他

資 本 的 支 出
資

本
的

支
出

そ
の

他

企
業

債

国
（

都
道
府

県
）

補
助

金



第５章第５章第５章第５章    投資・財政計画投資・財政計画投資・財政計画投資・財政計画 

39 

６．まとめ６．まとめ６．まとめ６．まとめ 

 

 

 

本経営戦略では、事業の現状と課題を把握し、今後の見通しを踏まえた上で 10 年

間のシミュレーションを実施しました。水道事業の継続的な運営のため、老朽化の対

応など実施しなければならない水道施設整備を実施する方針のもとに、前述の前提条

件により現行見込みによる試算を行いました。 

基本シミュレーションの結果、水道料金収入は人口増に伴い増加する一方、維持管

理費等の支出は受水費や各費用の物価上昇などにより水道料金収入の増加以上の増加

が見込まれ、当年度純利益は毎年度損失が発生する見通しです。また、施設整備につ

いては、水道施設及び管路の老朽化が急速に進んでおり、施設整備に伴い毎年度の資

金収支は不足することとなり、計画期間途中から資金残高はマイナスとなる見込みで

す。 

 今後、水道事業運営を継続していくためには、水道料金の適正化が必要となってい

ます。 

これまでも人員削減等の取り組みをしてきましたが、事務の効率化等による経費削

減等に努めていきます。 

 

以上のように今後の本市の水道事業運営は、厳しくなることが予測されますが、こ

れまで以上に経営改善に取り組み、経営の健全化・効率化を図って参ります。 
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第第第第６６６６章章章章    経営戦略の事後検証、改定経営戦略の事後検証、改定経営戦略の事後検証、改定経営戦略の事後検証、改定 

１．１．１．１．計画の推進と点検・進捗管理の方法計画の推進と点検・進捗管理の方法計画の推進と点検・進捗管理の方法計画の推進と点検・進捗管理の方法 

経営の健全化を図るためには、経営戦略に基づきＰＤＣＡサイクル（Plan：計画、

Do：実施、Check：検証、Action：見直し・改善）を活用し、計画の実施状況の進捗

管理を毎年度行います。 

また、経営戦略の定期的な見直しについては、国からの経営戦略策定・改定マニュア

ルに基づいて、3～5 年以内及び社会情勢の変化に応じて適時に見直しを行います。 

 

 

２．２．２．２．水道水道水道水道料金料金料金料金の適正化に向けたロードマップの適正化に向けたロードマップの適正化に向けたロードマップの適正化に向けたロードマップ 

水道料金の適正化に向けたロードマップを示しています。 
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当初計画 
              

第 1 回改定 
              

経営戦略の見直し 
              

水道料金の検討 
              

水道料金改定 
              

 

PDCAPDCAPDCAPDCA    
サイクル 

o lan 

heck ction 



 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名護市水道事業経営戦略 

令和 7 年３月 発行 

    

発行：名護市 環境水道部  

〒905-8540 沖縄県名護市港一丁目 1 番 1 号 

電話：（0980）53-1212（代表） 


